第12回　インターネットのWEBページ

実際にインターネットに接続してみれば、今回の主題が活用できるのですが、これは次回に回します。多くの場合には、予めの準備作業が必要です。まずソフトはブラウザーとよばれ、マイクロソフト社のInternet Explorerやネットスケープ社のNetscapeが有名で、フリーに使えます。このソフトのセットアップをするには、パソコンが家からは電話線に、学校や会社ではLAN(Local Area Network)につながっていることが必要です。つぎにはホームページを作成するために、適当な題材で自分がファイルを作ります。このためには、エディターやワープロをつかいます。専用のソフトも市販されています。これでつくったファイルを多くの人が、閲覧できる場所に移動させなくてはなりません。この場所をWEBサーバといいます。そこに転送するためにファイルの転送ソフトが必要で、FTP　とよばれるものが必要で、これにも電話やLAN でつながっていることが前提です。

最小限必要なWEBページのソースプログラムを書いてみます。

<html>

<head>

 <title> ホームページの題名 </title>

</head>

<!--コメントの命令-->

<body>

本文の内容を書き出していくところです。

</body>

</html>

これだけでは面白くもありませんが、これが基本で、映像や音楽を表現するすることもできますし、リンクといって、ほかのコンピュータにあるWEBページにジャンプしていくことができます。デジタルカメラやスキャナーで画像を入れたり、MPEG などという音楽のファイルで音楽を奏でることも、みなさんは体験したことがあるとおもいます。さらにこのようなメディアをつかい、情報の発信、あるいは、情報の収集がこれからは、重要になってきます。

